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きれいなまちづくり

Excla!matioN 中央公園ぐるっと親睦会 北王コンサルタント(株) (株)オカモト

(一財)帯広市文化スポーツ振興財団 北海道市町村職員年金者連盟帯広分会

(一社)帯広青年会議所 チームここからボランティア (宗)生⾧の家帯広教化部

(株)ケン・ホテルマネジメントキャビン北海道 (株)マルハン柏林台店

(株)日本たばこ産業北海道支社 帯広開発建設部 十勝総合振興局 帯広市役所

【 参加団体（順不同、敬称略）】

～令和８年度第１回全体清掃～

5月16日(土)、よく晴れて暖かな春の
日和の中、今年初の「クリーンキャン
バス・21」の全体清掃が、前回の全体
清掃から約7か月ぶりに行われました。
今回の清掃で多かったのは、やはり

タバコでした。側溝に多数散らばって
いたり、歩道の植え込みに捨てられて
いるのが確認されました。
他にも空き缶やプラスチック容器、

ペットボトルといった食品関係のゴミ
が多く見受けられました。

何種類かのゴミが入ったビニール袋
も落ちており、分別するのにもひと苦
労といった感じでした。
ポイ捨てを無くす、全体清掃ですべ

てを拾いきることは難しいかもしれま
せん。しかし、一人ひとりがほんの少
し意識を変えるだけでゴミの量もおの
ずと減っていくでしょう。協力し合い、
これからもきれいな街にしましょう！
今回の活動に参加してくださった皆

様、ありがとうございました。



市民と行政が協働で進めていく美化プログラムの一つです。活動内容は「定期的なゴミ

拾い」「全体清掃への参加」等です。清掃活動だけでなく、街の美化意識を高めるため

に看板を設置するなどの活動もしています。15の活動地域を設けてあり、いずれかの地

域にて清掃活動をしていただける団体・企業等が参加しています。

もっとエコな
街づくりマスコット
「ふわりん」

～編集後記～
今回で第20号となりました。清掃活動

には街をキレイにするだけでなく帯広市

に住む様々な人とのつながりを作るとい

う意味もあるのかなと思っております。

今後もコミュニティを大切に、清掃活動

頑張っていきましょう！

【お問い合わせ先】
帯広市都市環境部
環境室環境課

0155-65-4135

クリーン・キャンバス・21の歴史
平成13年6月17日に「クリーンキャン

バス・21」の活動を開始し今日まで、
およそ四半世紀続いています。帯広青年
会議所の方々がこの活動を立ち上げ、平
成24年に十勝のよさこいチーム
「Excla！matioN」が引き継ぎ、現在に
至ります。
平成13年6月17日から同年の11月11日

までの活動内容としては一斉清掃を2回、
月ごとの清掃活動を2回（平日・日曜日
に1回ずつ）、合計10回という形で行っ
ていました。中央公園や公園大通、商店
街とその周辺が清掃場所として挙げられ、
集めたゴミは集積所に集めて、設定活動
日に回収していました。加えて看板を作
成し、この活動を市民の方々全体にも
知ってもらえるよう各地区に設置しまし
た。清掃活動を開始したばかりではあり
ましたが、一斉清掃では32の団体と個
人で2人の方が参加してくださいました。
次年度の平成14年では、方針を少し

変え、一斉清掃を年2～3回、月ごとの
活動は1回に団体ごとに計画し行うよう
にしました。ゴミ回収に関しても収集日
を設定し回収するようにしました。

この年は26団体、8個人の方々が参加し
てくださいました。
毎回の清掃活動ではゴミ袋や軍手、火バ

サミ、ジャンバー・ベストを貸し出し、手
ぶらでも気軽に参加できるようになってい
ました。
活動は、帯広市役所周辺だけにとどまり

ません。平成19年、20年には勝毎花火大会
終了後に会場周辺を、平成21年にはねんり
んピック開催前に会場となった帯広の森を
活動の一環として清掃しました。
このような取り組みの積み重ねが評価さ

れ平成29年には日本観光振興協会北海道支
部より「日本観光振興協会観光振興事業功
労者支部⾧表彰」を受賞しました。
この活動が続いているのは参加してくだ

さっている皆さんのおかげです。昨年度
（令和7年）の参加団体数は34団体、3個人
と協力してくださる方々も増えてきました。
今後も帯広をキレイにしていく、市民の方
とコミュニケーションを取っていく、そん
な機会としてこの活動を続けていけたらと
思います！


